


　来年、徳島県で開かれる国文祭のプレイベントとして、「第28回日本文化デザイン会
議′06 inとくしま」が10月13日から15日にかけて開催されました。
　13日には、吉野川市サテライト会場企画として、ワークショップやツアー、シンポジ
ウムが開かれました。　
　その様子をご紹介します。
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塾

カ
メ
ラ
の
設
定
に

つ
い
て
説
明

参
加
者
の
写
真
を
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
し
て
講
評

向麻山で佐伯順子さんのお話を聞く

忌部神社につ
いて解説する
吉田幸治さん

阿波忌部の新たな伝説はつくられるか
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は

知
事
も
参
加

〈
講
師
　
佐
伯
順
子
さ
ん
、
佃
一
可
さ
ん
、

石
井
リ
ー
サ
明
理
さ
ん
、
堀
木
エ
リ
子
さ

ん
、
大
森
康
宏
さ
ん
、
名
嘉
睦
稔
さ
ん
、

鏡
リ
ュ
ウ
ジ

さ
ん
〉

　
阿
波
忌
部

ゆ
か
り
の
地

を
訪
問
す
る

ツ
ア
ー
で
す
。

バ
ス
に
乗
り

込
ん
で
出
発

し
た
参
加
者

た
ち
が
ま
ず
向
か
っ
た
の
は
、
杉
尾
神

社
で
す
。
こ
こ
で
は
、
神
社
の
扉
を
開

け
て
い
た
だ
き
見
学
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
向
麻
山
に
移
動
。
山
頂
か

ら
の
眺
め
を
楽
し
み
ま
し
た
。
次
の
忌

部
神
社
へ
行
く
途
中
、
バ
ス
は
日
本
で

最
大
の
川
中
島
で
あ
り
無
人
島
の
善
入

寺
島
を
走
り
ま
し
た
。
忌
部
神
社
で
は
、

神
社
総
代
の
吉
田
幸
治
さ
ん
か
ら
興
味

深
い
話
を
聞
い
た
後
、佃
一
可
さ
ん
の
献

茶
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
色
紙
に

そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

〈
講
師
　
佐
伯
順
子
さ
ん
、
佃
一
可
さ

ん
、
石
井
リ
ー
サ
明
理
さ
ん
、
堀
木
エ

リ
子
さ
ん
、
大
森
康
宏
さ
ん
、
名
嘉
睦

稔
さ
ん
、
鏡
リ
ュ
ウ
ジ
さ
ん
〉

　
ツ
ア
ー
の
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
飯
泉
県
知
事
や
川
真
田
市
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
佃
さ
ん
や
佐
伯
さ
ん
の
進

行
で
、
今
回
の
日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン
会

議
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
天
水
」
を
中
心

に
、ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト

終
了
後
、
講
師
の
文
化
人

の
皆
さ
ん
と
飲
食
を
交
え
、

ひ
ざ
を
突
き
合
わ
せ
て
話

し
合
う
「
夜
楽
塾
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
普
段
は
な
か
な
か
直
接

お
話
で
き
な
い
講
師
の
皆

さ
ん
と
、
楽
し
く
話
が
は

ず
み
ま
し
た
。

〈
講
師
　
三
好
和
義
さ
ん
〉

　
写
真
家
の
三
好
和
義
さ
ん
を
迎
え
、
川

島
城
や
、
付
近
の
吉
野
川
を
被
写
体
に
、

写
真
撮
影
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
思
い
思
い
に
撮
影

し
た
後
、
阿
波
和
紙

伝
統
産
業
会
館
に
移

動
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写

し
た
写
真
に
つ
い
て

三
好
さ
ん
の
講
評
を

受
け
ま
し
た
。
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国
文
祭
開
催
ま
で

あ
と
一
年
！

平
成
１９
年
１０
月
２７
日
か
ら
１１
月

４
日
ま
で
の
９
日
間
、
徳
島
県
で

国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
ま
で
、

い
よ
い
よ

あ
と
一
年

と
な
り
ま

し
た
。
国

文
祭
の
期
間
中
に
は
県
下
各
地
で

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

国
文
祭
っ
て
、
何
！？

国
民
文
化
祭
は
、
全
国
各
地
で

い
ろ
い
ろ
な
文
化
活
動
に
親
し
ん

で
い
る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
練

習
の
成
果
を
発
表
し
た
り
、
交
流

し
た
り
す

る
国
内
最

大
級
の
文

化
の
祭
典

で
す
。「
文

問
い
合
わ
せ

楽
し
み
、
新
た
な
可
能
性
を
探
り
ま

す
。
流
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と

も
に
、
人
々
が
交
流
し
吉
野
川
を
取

り
巻
く
文
化
の
再
発
見
を
し
ま
す
。

と
き

平
成
１９
年
１０
月
２８
日
（日）

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館

内
容

吉
野
川
を
テ
ー
マ
と
し
た

絵
手
紙
な
ど
の
公
募
展
、
流
域
ゆ

か
り
の
創
作
作
品
（「
ホ
タ
ル
の

歌
」）
を
題
材
に
し
た
楽
曲
の
市
民

に
よ
る
合
同
演
奏
、
吉
野
川
と
創

作
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
。

※
来
年
４
月
ご
ろ
か
ら
、
作
品
の

募
集
な
ど
が
始
ま
り
ま
す
。

化
の
国
体
」

と
も
い
わ

れ
て
い
ま

す
。

音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
、
美
術
、

文
芸
な
ど
の
芸
術
文
化
か
ら
、
伝

統
文
化
や
生
活
文
化
、
さ
ら
に
特

色
の
あ
る
開
催
地
独
自
の
文
化
ま

で
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
が
あ

り
ま
す
。
出

演
し
た
り
、

作
品
を
応
募

し
た
り
、
鑑

賞
し
て
文
化
に
浸
っ
た
り
。
国
民

文
化
祭
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し

み
方
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。昭

和
６１

年
に
東
京

都
で
初
め

て
開
催
さ

れ
て
か
ら
、

毎
年
各
都
道
府
県
で
順
番
に
開
催

さ
れ
て
き
た
こ
の
国
民
文
化
祭

が
、
平
成
１９
年
に
い
よ
い
よ
徳
島

県
に
や
っ
て
き
ま
す
。
阿
波
踊
り

吉
野
川
市
内
で
は
ど
ん
な

催
し
が
あ
る
の
？

吉
野
川
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

流
れ
出
す
リ
ズ
ム
・
サ
ウ
ン

ド
・
ハ
ー
ト
〜
あ
ふ
れ
ろ
！
in

よ
し
の
が
わ

マスコットキャラクター 「すだちくん」
1990年、東四国国民体育大会のマスコットとして生まれた

すだちくん。いまなお徳島県NO.１の人気を誇るマスコット

キャラクターです。

国民文化祭では、コスチュームも新たに、タキシード姿で

お目見えです。県民総参加の文化の祭典へ向け、気運を盛り

上げます。

ほ
か
の
市
町
村
で
も
！

県
内
の
全
市
町
村
で
、
多
種
多

様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
す
。
徳
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
最

新
情
報
や
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
お
知

ら
せ
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
国
民
文
化
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
o
d
o
r
u
-

ko
ku
b
u
n
sa
i.jp
/in
d
e
x.p
h
p

市
国
民
文
化
祭
・
日
本
文
化
デ
ザ

イ
ン
会
議
推
進
室

℡
○22
２
２
３
６

ジ
ャ
ズ
仲
間
が
集
い
、
ふ
る
さ

と
文
化
交
流
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
全
国
に
お
届
け
し
ま
す
。

と
き

平
成
１９
年
１１
月
４
日
（日）

正
午
〜
午
後
８
時
３０
分

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容

①
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
ア
マ
チ
ュ

ア
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
に
よ
る
競
演

を
行
い
ま
す
。

②
ゲ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
招

へ
い
し
、
鑑
賞
の
機
会
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
の
交
流
を

図
り
ま
す
。

③
地
元
の
伝
説
を
題
材
に
創
作
ジ

ャ
ズ
オ
ペ
ラ
を
上
演
し
ま
す
。

吉
野
川
文
化
探
訪
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル(

吉
野
川
市
会
場)

の
ぞ
い
て
　
触
れ
て
　
感
じ
て
み

い
ー
へ
ん
で

吉
野
川
が
は
ぐ
く
ん
だ
文
化
や

吉
野
川
が
も
た
ら
す
暮
ら
し
の
豊

か
さ
を
探
求
し
、
そ
の
豊
か
さ
を

の
徳
島
に

ふ
さ
わ
し

く
、
「
お

ど
る
国
文

祭
」
の
愛

称
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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●問い合わせ　市教育委員会  学校教育課　　○42 4114

　最近、全国各地で子どもが被害者になる事件や事故が多発し、大きな社会問題となっています。
吉野川市でも、不審者情報が寄せられるなど、事件や事故につながりかねない心配もあり、そ
の防止に向けた取り組みをしています。地域ぐるみで子どもの安全を守る体制を整備し、子ど
もたちが安心して学ぶことができる学校づくりの実現に向け、活動しています。

①「学校安全安心対策会議」を設置

　吉野川市では、昨年12月に、吉野川市学校安
全安心対策緊急会議を開き、「地域の安全は地
域で守る」を基本に取り組みを進めることに決
まりました。この会議の決定を受け、市内の各
小学校に安全・安心対策会議を設置し、学校・
保護者・地域が一体となって、安全で安心な環
境づくりを進めています。

③地域の子どもは地域で守ろう
　子どもの安全は、保護者や学校の教職員が守
るというのが基本です。しかし、監視の目が行
き届きにくい登下校時における事件が多発する
など、子どもの安全を確保できない状況となっ
ています。このため、地域の方々の協力を得、
学校・保護者と地域が連携して、地域ぐるみで
子どもの安全を守る体制を整える取り組みを進
めていきます。

②ボランティアによるスクールガード制度
で子どもの安全確保

　各小学校ごとに、地域の皆さんのご協力で
約20人がスクールガード（学校安全ボランテ
ィア）として活動しています。子どもたちの
登下校の時間帯を中心に、校区を巡回したり
見守ったりするなどの取り組みをしていただ
いています。
　また、市内の５校の小学校では、県教委の「地
域ぐるみの学校安全体制整備推進事業」の指
定を受け、モデル校としての取り組みも進め
ています。

④不審者を発見したら
　不審者を見かけたら、吉野川警察署（　　
6110）または、市教育委員会、市青少年育成
補導センター、各学校まで連絡してください。

黄
色
の
帽
子
と
黄
色
の
た
す
き
が
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま
す
パ
ト
ロ
ー
ル
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人
権
と
ぴ
っ
く
す

心
豊
か
な
つ
な
が
り
の
た
め
に

―
鴨
島
小
学
校
―

表
題
は
、
今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
人

権
教
育
推
進
部
の
テ
ー
マ
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
一
人
ひ
と
り
の
人
権

意
識
の
向
上
、
差
別
解
消
に
取
り

組
む
実
践
力
の
定
着
、
さ
ら
に
は

会
員
相
互
の
つ
な
が
り
を
深
め
た

い
と
願
い
、
本
テ
ー
マ
を
設
定
し

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
差

別
解
消
に
向
け
て
、
一
人
の
百
歩

よ
り
百
人
が
一
歩
で
も
進
む
こ
と

を
め
ざ
し
た
活
動
の
一
端
を
紹
介

し
ま
す
。

①
訪
宅
研
修

本
校
新
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
と
な
っ
た

す
べ
て
の
方
々
に
対
し
て
、
教
員

と
人
推
部
員
、
本
部
役
員
が
そ
の

家
庭
を
訪
問

し
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問

題
や
学
校
の

人
権
学
習
に

つ
い
て
話
し

合
い
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
活
動

は
十
年
以
上
続
い
て
お
り
、
す
べ

て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
に
と
っ
て
学
校

の
人
権
学
習
の
理
解
や
、
会
員
相

互
の
つ
な
が
り
を
も
深
め
る
活
動

に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
先
進
地
に
学
ぶ
現
地
研
修

今
年
は
、
鳴
門
市
に
あ
る
人
権

福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
ま
た
ド
イ
ツ

館
を
訪
れ
た
り
、
霊
山
寺
の
ご
住

職
の
お
話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
地

区
に
あ
る
神
社
の
し
め
か
け
石
に

書
か
れ
て
い
る
「
天
道
無
親
常
与

善
人
」（
常
に
正
し
い
生
き
方
を

し
て
い
る
人
に
天
は
味
方
す
る
と

い
う
意
味
）
と
い
う
文
字
か
ら
、

差
別
と
闘
っ
て
き
た
地
域
の
人
々

の
生
き
方
を
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、
途
絶
え
て
い
た
祭
り
の

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）

℡
○22
２
２
２
９

復
活
に
向
け
て
行
わ
れ
た
女
子
の

太
鼓
へ
の
参
加
等
人
権
意
識
に
基

づ
い
た
取
り
組
み
や
、
旧
吉
野
川

を
自
由
に
渡
れ
る
橋
の
建
設
に
向

け
『
自
分
た
ち
の
橋
を
』
と
の
思

い
で
橋
が
造
ら
れ
た
こ
と
も
知
り

ま
し
た
。

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
か

ら
、
人
々
の
差
別
に
立
ち
向
か
う

生
き
方
、
人
と
し
て
の
生
き
方
を

学
び
ま
し
た
。

人
と
の
出
会
い
や
つ
な
が
り
に

よ
っ
て
、
人
間
は
成
長
す
る
も
の

だ
、
と
改
め
て
感
じ
た
意
義
あ
る

研
修
で
し
た
。

みんなで神社を訪問

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

用
語
の
認
知
度
は
？

―
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
―

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
秘
書
企
画
課

℡
○22
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw
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女
共
同
参
画
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

〈
質
問
文
〉

こ
れ
ら
の
言
葉
の
う
ち
、
あ
な
た

が
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
が

あ
る
も
の
を
す
べ
て
選
ん
で
く
だ

さ
い
。（
６
２
３
人
か
ら
の
回
答
）

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

今
月
は
、
市
民
の
方
を
対
象
に

行
っ
た
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
意
識
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
か
ら
、
男
女
共
同
参
画

関
連
用
語
の
認
知
度
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
に
よ
く
使

わ
れ
る
用
語
を
ど
の
ぐ
ら
い
知
っ

て
い
る
か
で
、
関
心
度
や
認
識
度

を
計
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
要
な
５
つ
の
用
語
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
下
の
グ
ラ

フ
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

新
聞
報
道
な
ど
で
も
頻
繁
に
目

に
す
る
こ
と
が
あ
る
、「
セ
ク
ハ

ラ
」
や
「
Ｄ
Ｖ
」
に
つ
い
て
の
認

識
度
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」

を
知
ら
な
い
人
が
ま
だ
ま
だ
多
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

た
だ
、
見
た
り
聞
い
た
り
し
た

こ
と
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
言

葉
の
意
味
を
正
し
く
知
っ
て
い
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
言
葉

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
男

見たり聞いたりしたことがあるもの 

男女共同参画社会 

男女共同参画社会基本法 

ジェンダー 

セクシュアル・ハラスメント（セクハラ） 

ドメスティック・バイオレンス（DV） 

見たり聞いたりしたものはない 

わからない 

0 100 200 300 400 500 600 700

旧吉野川に架かる「自分たちの橋を」
の思いで架けられた橋を見学
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給
与
格
差
の
是
正

平
成
１７
年
度
に
１
２
６
件
あ
っ

た
補
助
金
を
団
体
の
性
質
等
に
よ

り
、
市
行
政
を
補
完
す
る
団
体
な

ど
補
助
金
を
継
続
す
る
団
体
、
旧

町
村
間
で
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
な
ど

の
理
由
か
ら
補
助
金
を
調
整
す
る

必
要
が
あ
る
団
体
、
自
立
を
促
進

す
る
た
め
な
ど
補
助
金
を
削
減
・

廃
止
す
る
団
体
等
に
分
類
し
調
整

し
た
結
果
、
平
成
１８
年
度
は
補
助

件
数
が
８１
件
に
、
補
助
金
額
は
約

１
６
０
０
万
円
削
減
に
な
り
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ

た
財
源
を
使
い
、
多
様
化
す
る
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る

こ
と
が
、
行
財
政
改
革
の
本
来
の

目
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
秘
書
企
画
課

℡
○22
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.jp

シリーズ

吉
野
川
市
の
行
財
政
改
革

問
い
合
わ
せ

各
種
団
体
補
助
金
の
整
理

行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
く
上

で
、
人
件
費
の
適
正
化
は
避
け
て

通
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
定
員
と

給
与
費
の
バ
ラ
ン
ス
を
併
せ
て
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

定
員
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

広
報
よ
し
の
が
わ
９
月
号
に
掲
載

し
た
と
お
り
、
平
成
１７
年
度
の
職

員
数
５
３
１
人
を
平
成
２２
年
度
に

は
５
０
６
人
に
す
る
計
画
で
す
。

一
方
、
給
与
の
適
正
化
は
、
合

併
に
伴
う
職
員
間
（
旧
町
村
間
）

の
給
与
格
差
を
給
与
構
造
改
革
と

併
せ
て
是
正
す
る
こ
と
と
し
、
合

併
時
の
給
与
格
差
は
、
平
成
１７
年

度
の
人
事
院
勧
告
に
よ
る
制
度
改

正
に
合
わ
せ
て
統
一
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
平
成
１７
年

度
に
は
平
均
で
４
・
８
％
の
給
与

の
引
き
下
げ
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

今
後
も
人
事
院
勧
告
や
国
・
県

の
動
向
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

他
の
市
町
村

と
の
均
衡
に

も
考
慮
し
、

引
き
続
き
適

正
化
を
図
り

ま
す
。

地
方
自
治
法
で
は
、
公
益
上
必

要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
補
助

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て

お
り
、
合
併
前
の
町
村
に
お
い
て
、

各
種
団
体
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
町
村
に
よ
っ
て
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
団
体
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
り
、
算
出
方
法
や
交
付

金
額
も
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
の
で
、

合
併
後
調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。

シリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズシリーズ
－定員適正化計画－ 

 
平成１７年度職員数 

５３１人 
 

平成２２年度職員数 

５０６人 

予
約
制
年
金
相
談
の
ご
案
内

市
国
保
年
金
課
　
国
民
年
金
係

℡
○22
２
２
１
３

問
い
合
わ
せ

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
・
県
民
税

等
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
を

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す

る
場
合
は
、
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

等
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
１
月
１
日
か
ら
１０

月
２
日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
て
い
る
方
に
は
、
平
成
１８

年
分
の
国
民
年
金
保
険
料
の
『
控

除
証
明
書
』（
は
が
き
）
が
１１
月

上
旬
ま
で
に
届
き
ま
す
。

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
、
１０
月
３
日
以

降
に
本
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付

す
る
方
に
は
、
翌
年
２
月
初
旬
に

同
様
の
証
明
書
が
発
送
さ
れ
ま

す
。
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告

の
手
続
き
の
際
は
必
ず
こ
の
証
明

書
や
領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
年
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０
（
０
０
）
９
９
１
１

※
設
置
期
間
　
平
成
１９
年
３
月
１６

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を

国
民
年
金
だ
よ
り

日
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
（
土
・
日
・
祝
日
、
１２
月
２９
日

〜
１
月
３
日
を
除
く
）

社
会
保
険
事
務
所
で
は
予
約
制

の
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
予
約
方
法
】
相
談
の
予
約
は
、

相
談
希
望
日
１
カ
月
前
か
ら
電
話

ま
た
は
年
金
相
談
窓
口
で
お
受
け

し
ま
す
。
希
望
の
日
時
を
ご
指
定

く
だ
さ
い
（
予
約
状
況
で
ご
希
望

日
時
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
）。
予
約
受
付
時

に
、
相
談
者
氏
名
、
基
礎
年
金
番

号
、
電
話
番
号
、
相
談
内
容
等
に

つ
い
て
確
認
し
ま
す
。

予
約
申
し
込
み
電
話
番
号

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
８
８
（
６
５
５
）
０
２
０
０

－補助金の整理結果－ 
 

平成１７年度 １２６件 
 

平成１８年度    ８１件 

約１６００万円削減 

年
金
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、
年

金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
）、

年
金
証
書
、
振
込
通
知
書
な
ど
、
本

人
と
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
の

上
、
予
約
時
間
の
５
分
前
ま
で
に
総

合
相
談
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
方
が
ご
相
談
に
来
ら
れ
る

際
に
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。ま
た
、

都
合
で
来
所
で
き
な
い
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
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９
月
３０
日
、
川
島
町
の
吉
野
川

市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
９
月
１
日
ま
で
に

金
婚
（
婚
姻
後
５０
年
）、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
（
婚
姻
後
６０
年
）
を
迎

え
ら
れ
た
ご
夫
妻
８６
組
の
う
ち
６０

組
の
ご
夫
妻
が
参
加
し
、
市
か
ら

記
念
品
と
祝
い
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。受

賞
者
を
代
表
し
て
、
中
山
岩

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一組一組に記念品と祝い状が川真田市長から
手渡されました

お礼のことばを述べる中山岩雄さん・
房子さんご夫妻

９
月
２９
日
、
市
役
所
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
市
民
憲
章
選
定
委
員
、
市

議
会
議
員
な
ど
約
５０
人
の
参
加

を
得
て
市
民
憲
章
石
碑
除
幕
式

を
行
い
ま
し
た
。

市
民
憲
章
は
、
市
と
し
て
の

理
念
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
明
ら
か
に
し
、
市
民
が
ま
ち

づ
く
り
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て

い
く
た
め
の
「
行
動
目
標
」
で

あ
り
、
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
実
現
す
る
た

め
の
「
道
し
る
べ
」
と
な
る
も

の
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と

す
る
た
め
、
市
役
所
西
側
イ
ベ

市
民
憲
章
除
幕
式

関係者による石碑の除幕

１０
月
９
日
体
育
の
日
、
鴨
島
公

民
館
で
、
吉
野
川
市
民
体
育
祭
記

念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。式

典
で
は
、
体
育
協
会

功
労
者
表
彰
と
体
育
祭
参

加
競
技
種
目
別
表
彰
が
あ

り
、
個
人
３９
人
と
５７
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
に
引
き
続
き
、
徳

島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ゼ
ネ
ラ

ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
米
田

豊
彦
さ
ん
の
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

「
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
ビ

吉
野
川
市
民
体
育
祭
記

念
行
事

槇納体育協会会長から記念品を
受け取る受賞者

ジ
ネ
ス
の
可
能

性
」と
題
し
て
、

地
域
密
着
型
の

チ
ー
ム
作
り

と
、
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
も
た
ら
し

た
、
開
催
国
の

ド
イ
ツ
に
お
け

る
経
済
波
及
効

果
な
ど
に
つ
い

て
具
体
例
を
出
し
な
が
ら
語
り
ま

し
た
。

午
後
か
ら
は
、
鴨
島
第
一
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
徳
島
ヴ
ォ
ル

テ
ィ
ス
の
選
手
２
人
と
ス
ク
ー
ル

コ
ー
チ
５
人
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教

室
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
表
紙

写
真
）

市
内
５
チ
ー
ム
１
２
０
人
の
児

童
が
、
上
学
年
、
下
学
年
に
分
か

れ
ド
リ
ブ
ル
や
パ
ス
、
フ
ェ
イ
ン

ト
の
指
導
を
受
け
た
り
、
実
戦
形

式
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
、

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
夢
中
で
追
い

か
け
て
い
ま
し
た
。

お祝いのことばを述べる
川真田市長

雄
さ
ん
・
房
子
さ
ん
ご
夫
妻
が

「
恵
ま
れ
た
平
和
な
国
で
吉
野
川

市
民
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
愛

さ
れ
尊
敬
さ
れ
な
が
ら
日
々
の
生

活
を
送
る
私
た
ち
は
本
当
に
幸
せ

者
で
す
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
と
の
自
覚
を
持
ち
、
心
身
共

に
健
康
で
快
適
な
生
活
を
送
っ
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。」
と
お

礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
式
典
後
、
城
北
高
校
民
芸

部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
阿
波
人
形
浄

瑠
璃
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ン
ト
広
場
に
石
碑
を
設
置
し
ま
し

た
。筆

耕
者
は
、
徳
島
県
美
術
家
協

会
理
事
の
新
居
藍
州
さ
ん
で
す
。

ワールドカップにおけ
る経済波及効果を語る
米田さん

選手のリフティングにみんなが注目！
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１０
月
６
日
、
川
田
小
学
校
で
ぷ

か
さ
ん
の
「
ほ
っ
か
む
り
ひ
ょ
う

六
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
小
学

校
の
先
生
方
の
飛
び
入
り
出
演
も

あ
り
、
幼
稚
園
児
・
小
学
生
ら
が

人
権
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
し

た
。「

鬼
の
世
界
も
人
間
の
世
界
も

ひ
と
つ
や
で
」
と
、
ぷ
か
さ
ん
の

心
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

人
形
芝
居
ぷ
か
公
演

先生たちも出演しました

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
っ

た
９
月
２１
日
、
一
斉
街
頭
指
導
が

国
道
１
９
２
号
線
で
あ
り
ま
し
た
。

市
内
１５
カ
所
の
交
差
点
で
、
交

通
安
全
母
の
会
、
吉
野
川
地
域
交

通
安
全
活
動
推
進
委
員
協
議
会
、

交
通
安
全
関
係
団
体
、
市
職
員
な

ど
２
０
０
人
が
「
守
ろ
う
交
通
ル

ー
ル
」「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
し
め
ま

し
ょ
う
」「
忘
れ
な
い
で
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
」「
飲
酒
運
転
絶
対
禁
止
」

な
ど
と
書
か
れ
た
ハ
ン
ド
プ
レ
ー

ト
や
の
ぼ
り
を
手
に
、
行
き
交
う

ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
訴
え

ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
日
「
交
通
安
全
レ

一
斉
街
頭
指
導
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ロ
ー
ド
・
交
通

安
全
レ
タ
ー
作
戦

国道沿いでドライバーに訴える

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式市役所駐車場で開かれた出発式

市
内
の
各
地
区
で
秋
祭
り
が
行

わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
で
行
わ
れ
た
鴨

島
合
同
秋

祭
り
で
は
、

み
こ
し
や

屋
台
、
合

計
８
台
が

練
り
歩
き

ま
し
た
。

秋
祭
り

川
島
秋
祭
り

ぷかさんの人形劇

交
通
安
全
へ
の
願
い
を
込
め
た
手
紙
が

園
児
か
ら
保
護
者
に
渡
さ
れ
た

スローガン入りカバーをつけた自転車

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

日
の
１０
月
１１
日
、
市
役
所
駐
車
場

瀬詰秋祭り
県無形民俗文化財に指定されている
神代御宝踊り（川田八幡神社）

タ
ー
作
戦
」
も
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

川
島
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
が

交
通
安
全
へ
の
願
い
を
込
め
て
書

い
た
手
紙
を
、
保
護
者
の
代
表
の

方
に
手
渡
し
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

で
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
出
発
式
で
は
、
前
か
ご
に

「
み
ん
な
の
目
で
子
ど
も
を
見
守

る
吉
野
川
市
宣
言
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
入
り
カ
バ
ー
を
つ
け
た
地
域
住

民
の
方
に
よ
る
自
転
車
隊
も
新
た

に
登
場
し
ま
し
た
。

川
真
田
市
長
や
吉
野
川
警
察
署

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
パ
ト
ロ
ー

ル
車
と
自
転
車
隊
が
市
内
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
発
し
ま
し
た
。

鴨島合同秋祭り
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１０
月
２０
日
、
市
役
所
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
、
第
６６
回
鴨
島
大
菊
人
形
、

第
７４
回
四
国
菊
花
品
評
会
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
り
、

毎
年
恒
例
で
秋
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
る
菊
人
形
・
菊
花
品
評
会
が

開
幕
し
ま
し
た
。
１１
月
２３
日
ま
で
、

市
役
所
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
Ｊ
Ｒ
鴨

島
駅
前
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

休
日
に
は
、
た
く
さ
ん
の
方
が

見
物
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

市
役
所
イ
ベ
ン
ト
広
場
会
場

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
功
名
が

辻
」
か
ら
、
関
ヶ
原
の
戦
功
で
土

佐
の
国
守
と
な
る
山
内
一
豊
と
徳

川
家
康
の
菊
人
形
２
体
と
、
名
馬

を
買
う
場
面
で
の
織
田
信
長
な
ど

の
人
形
５
体
を
展
示
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
日
本
昔
話
か
ら
「
き
ん

た
ろ
う
」
の
人
形
２
体
と
、「
一

寸
法
師
」
の
人
形
３
体
を
、
そ
し

８
月
２４
日
、
９
月
５
日
の
２
日

間
、
吉
野
川
市
川
島
町
の
「
水
神

の
滝
」
で
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
、
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
小
説

を
原
作
と
し
た
、
東
宝
映
画
「
眉

山
」（
犬
童
一
心
監
督
）
の
撮
影

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
、
阿
波
踊
り
の
シ

ー
ン
を
は
じ
め
、
９
割
近
く
の
場

面
を
徳
島
市
を
中
心
と
し
て
県
内

で
撮
影
す
る
構
想
で
す
。
そ
の
中

で
滝
の
撮
影
シ
ー
ン
が
あ
り
、
人

気
女
優
の
松
嶋
菜
々
子
さ
ん
、
人

気
俳
優
の
大
沢
た
か
お
さ
ん
が
出

演
す
る
シ
ー
ン
の
撮
影
場
所
に
、

水
神
の
滝
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
後
、
編
集
作
業
を
経
て
年
明

け
に
は
完
成
し
、
来
年
初
夏
に
全

国
の
映
画
館
で
公
開
さ
れ
る
予
定

で
す
。

映画「眉山」の撮影来る！映画「眉山」の撮影来る！映画「眉山」の撮影来る！映画「眉山」の撮影来る！映画「眉山」の撮影来る！映画「眉山」の撮影来る！映画「眉山」の撮影来る！映画「眉山」の撮影来る！映画「眉山」の撮影来る！映画「眉山」の撮影来る！映画「眉山」の撮影来る！映画「眉山」の撮影来る！映画「眉山」の撮影来る！映画「眉山」の撮影来る！映画「眉山」の撮影来る！映画「眉山」の撮影来る！映画「眉山」の撮影来る！

水神の滝での撮影の様子

て
弘
法
大
師
空
海
の
「
空
海
と
八

畳
岩
の
場
面
」
の
菊
人
形
２
体
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
各
小
中
学
校
の
作
品

や
、
た
く
さ
ん
の
菊
花
作
品
が
展

示
さ
れ
、
菊
の
花
が
所
狭
し
と
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。

菊
人
形
で
美
し
く
華
や
か
に
彩

ら
れ
た
時
代
絵
巻
や
、
菊
愛
好
家

の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
た

菊
の
花
を
、
菊
の
香
り
に
包
ま
れ

た
癒
し
の
空
間
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
会
場

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
功
名
が

辻
」
か
ら
、
山
内
一
豊
と
千
代
の

菊
人
形
２
体
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

菊
人
形
・
菊
花
展
実
行
委
員
会

（
吉
野
川
商
工
会
議
所
内
）

℡
○24
２
２
７
４

あいさつで鴨島小唄を披露する市長

菊
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
人
形
勢
ぞ
ろ
い

色鮮やかな菊人形

テープカットではじまりました

JR鴨島駅前会場
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情
報
広
場 

児
童
虐
待
と
は

●
身
体
的
虐
待

な
ぐ
る
、
け
る
、
や
け
ど
を
負

わ
せ
る
、
お
ぼ
れ
さ
せ
る
な
ど

●
性
的
虐
待

性
的
行
為
の
強
要
、
性
器
や
性

交
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ

の
被
写
体
に
す
る
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト

家
に
閉
じ
こ
め
る
、
食
事
を
与

え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
な
ど

●
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き

ょ
う
だ
い
間
の
差
別
的
扱
い
、
子

ど
も
の
前
で
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
を
行
う

な
ど子

ど
も
を
虐
待
か
ら
守
ろ
う

虐
待
は
子
ど
も
に
対
す
る
重
大

な
権
利
侵
害
で
す
。

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
「
虐
待
を

お
知
ら
せ 

１１
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

吉
野
川
市
役
所
と
山
川
庁
舎
に

設
置
し
て
い
る
住
民
票
・
印
鑑
登

録
証
明
書
の
自
動
交
付
機
を
、
市

役
所
庁
舎
自
家
用
発
電
装
置
設
置

工
事
の
た
め
、
１１
月
１８
日
（土）
の
午

前
８
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
の
間

休
止
し
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

徳
島
県
の
各
種
デ
ー
タ
や
お
役

立
ち
情
報
満
載
の
「
徳
島
県
民
手

帳
」
平
成
１９
年
版
を
販
売
し
ま
す
。

販
売
窓
口

秘
書
企
画
課
（
市
役

所
３
階
）
、
支
所
地
域
課
（
川

島
・
山
川
・
美
郷
）

定
価

１
冊
５
０
０
円

販
売
期
間

１１
月
２０
日
（月）
〜
１２
月

２５
日
（月）

県
民
手
帳
の
販
売

平
成
１９
年
版
の
『
農
業
日
誌
』、

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
』、『
新
農
家

暦
』
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

商
品
の
引
き
替
え
時
期
や
場
所

に
つ
い
て
は
、
申
込
者
へ
の
通
知

で
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
期
限

１１
月
２７
日
（月）
（
こ
の

期
間
を
過
ぎ
る
と
定
価
で
の
販
売

に
な
り
ま
す
。）

販
売
価
格

●
農
業
日
誌
　
　
　
１
４
０
０
円

明
日
の
農
業
に
役
立
つ
内
容
や

都
道
府
県
の
試
験
研
究
機
関
に
お

け
る
最
新
の
農
業
技
術
、
経
営
の

記
録
、
農
薬
混
用
事
例
集
、
農
作

物
新
品
種
を
紹
介
。
Ｂ
６
版
・
定

農
業
日
誌
・
新
農
家
暦

の
あ
っ
せ
ん

に
印
刷
し
て
い
ま
す
。

●
説
明
会
に
は
事
前
に
送
っ
た

用
紙
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

説
明
会
で
は
年
末
調
整
関
係
用

紙
に
し
た
が
っ
て
説
明
し
ま
す
の

で
、
ご
来
場
の
際
に
は
事
前
に
お

送
り
し
た
関
係
用
紙
を
お
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
調
整
説
明
会

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ち
ょ
っ
と
ま
て
　
気
も
ち
の
あ
せ
り
が
　
事
こ
ま
ね
く

岡
田
　
和
也
（
牛
島
小
学
校
三
年
）

受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
が

い
た
ら
、
児
童
相
談
所
や
子
ど
も

相
談
室
に
連
絡
（
通
告
）
し
て
く

だ
さ
い
。
通
告
は
子
ど
も
を
守
る

た
め
の
も
の
で
す
。
連
絡
し
た
人

が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

徳
島
県
中
央
児
童
相
談
所

℡
０
８
８
（
６
２
２
）
２
２
０
５

市
子
ど
も
相
談
室

℡
○25
６
６
１
８

１１
月
１８
日
の
午
前
中
、

自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す

１１
月
１８
日
の
午
前
中
、

自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す

１１
月
１８
日
の
午
前
中
、

自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す

１１
月
１８
日
の
午
前
中
、

自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す

１１
月
１８
日
の
午
前
中
、

自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す

１１
月
１８
日
の
午
前
中
、

自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す

１１
月
１８
日
の
午
前
中
、

自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す

１１
月
１８
日
の
午
前
中
、

自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す

１１
月
１８
日
の
午
前
中
、

自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す

１１
月
１８
日
の
午
前
中
、

自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す

１１
月
１８
日
の
午
前
中
、

自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す

１１
月
１８
日
の
午
前
中
、

自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す

１１
月
１８
日
の
午
前
中
、

自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す

１１
月
１８
日
の
午
前
中
、

自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す

１１
月
１８
日
の
午
前
中
、

自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す

１１
月
１８
日
の
午
前
中
、

自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す

１１
月
１８
日
の
午
前
中
、

自
動
交
付
機
を
休
止
し
ま
す

価
１
５
４
０
円

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
１
４
０
０
円

新
し
い
花
作
り
、
野
菜
作
り
の

実
際
な
ど
役
立
つ
農
業
情
報
に
加

え
て
、
家
計
簿
、
贈
答
品
控
え
、

住
所
録
な
ど
み
ん
な
が
便
利
に
使

え
る
「
家
族
の
一
冊
」
。
Ｂ
５

版
・
定
価
１
５
４
０
円

●
新
農
家
暦
　
　
　
　
４
０
０
円

暦
と
し
て
、
農
家
の
実
用
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
、
生
活
便
利
帳

と
し
て
、
趣
味
と
実
益
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
と
し
て
、
使
い
方
い
ろ
い

ろ
。
読
ん
で
得
す
る
記
事
が
満
載
。

Ａ
５
版
・
定
価
４
８
０
円

市
農
業
振
興
課

℡
○22
２
２
２
８

●
年
末
調
整
関
係
用
紙
は

直
接
郵
送

従
来
、
年
末
調
整
関
係
用
紙

（
扶
養
控
除
等
申
請
書
な
ど
）
は
、

説
明
会
当
日
に
会
場
で
お
渡
し
し

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
源
泉

徴
収
義
務
者
の
皆
さ
ん
へ
直
接
郵

送
し
て
い
ま
す
。

●
説
明
会
の
案
内
は
が
き
は

お
送
り
し
ま
せ
ん

説
明
会
の
ご
案
内
（
と
き
・
と

こ
ろ
）
は
、
事
前
に
郵
送
す
る
年

末
調
整
関
係
用
紙
の
封
筒
の
裏
面

問
い
合
わ
せ

川
島
税
務
署

℡
○25
２
２
１
１

市
秘
書
企
画
課

℡
○22
２
２
２
１

《年末調整説明会日程》

日時 開催場所

川島合同庁舎

大会議室

11月27日（月）
10：00～11：30

対象徴収義務者

鴨島町の法人事業者、
山川町の個人事業者

11月27日（月）
14：00～15：30

鴨島町の個人事業者、
山川町の法人事業者

11月29日（水）
10：00～11：30

美郷の全事業者

11月29日（水）
14：00～15：30

川島町の全事業者
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
か
ぶ
っ
て
ま
も
ろ
う
　
だ
い
じ
な
い
の
ち

中
西
　
志
帆
（
上
浦
小
学
校
三
年
）

（
料
金
プ
ラ
ン
・
割
引
サ
ー
ビ
ス

等
）
は
解
約
と
と
も
に
終
了
と
な

り
ま
す
。

◆
コ
ン
テ
ン
ツ
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ

イ
ダ
が
提
供
し
て
い
る
コ
ン
テ
ン

ツ
や
電
子
マ
ネ
ー
等
は
引
継
ぎ
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
年
間
契
約
等
の
割
引
サ
ー
ビ
ス

を
契
約
し
て
い
る
場
合
は
、
解
約

に
伴
い
、
別
途
費
用
が
発
生
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
変
更
後
の
携
帯
電
話
会
社
か
ら

発
売
さ
れ
て
い
る
携
帯
電
話
機
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
い
手
続
き
方
法
と
注
意
事
項

（
パ
ソ
コ
ン
か
ら
）

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/joho_
tsusin/m

np/index.htm
l

（
携
帯
か
ら
）

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/joho_
tsusin/m

np/i/

制
度
全
般
の
問
い
合
わ
せ

総
務
省
総
合
通
信
基
盤
局
電
気
通

信
事
業
部
電
気
通
信
技
術
シ
ス
テ

ム
課
番
号
企
画
室

℡
０
３
（
５
２
５
３
）
５
８
５
９

Ｅ
メ
ー
ル

bango@
soum

u.go.jp

個
別
サ
ー
ビ
ス
の
問
い
合
わ
せ

各
携
帯
電
話
会
社
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

携帯電話番号ポータビリティ
10月24日スタート！ こ

れ
は
便
利
！

こ
れ
は
便
利
！

こ
れ
は
便
利
！

こ
れ
は
便
利
！

こ
れ
は
便
利
！

こ
れ
は
便
利
！

こ
れ
は
便
利
！

こ
れ
は
便
利
！

こ
れ
は
便
利
！

こ
れ
は
便
利
！

こ
れ
は
便
利
！

こ
れ
は
便
利
！

こ
れ
は
便
利
！

こ
れ
は
便
利
！

こ
れ
は
便
利
！

こ
れ
は
便
利
！

こ
れ
は
便
利
！

携
帯
電
話
の
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ

テ
ィ
と
は
、
携
帯
電
話
の
利
用
者

が
携
帯
電
話
会
社
を
変
更
し
た
場

合
に
、
電
話
番
号
は
そ
の
ま
ま
で

変
更
後
の
携
帯
電
話
会
社
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

契
約
し
て
い
る
携
帯
電
話
会
社
を

変
更
し
て
も
、
電
話
番
号
が
変
わ

ら
な
い
の
で
新
た
に
電
話
番
号
を

周
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
手
続
き

は
携
帯
電
話
会
社
の
販
売
店
で
簡

単
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

重
要
な
注
意
点

◆
現
在
契
約
し
て
い
る
携
帯
電
話

会
社
が
発
行
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
は
引
継
ぎ
で
き
ま
せ
ん
。

◆
現
在
契
約
し
て
い
る
携
帯
電
話

会
社
が
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
わ
て
な
い
　
心
の
中
に
　
交
通
安
全

木
村
　
綾
都
（
森
山
小
学
校
四
年
）

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
６５
歳
以
上
の
方
が

「
障
害
者
ま
た
は
特
別
障
害
者
に

準
ず
る
者
」
と
し
て
認
定
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
や
市
･

県
民
税
に
お
い
て
「
障
害
者
控
除
」

の
適
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
平

成
１８
年
分
所
得
税
、
平
成
１９
年
度

市
･
県
民
税
で
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
本
年
１２
月
ま
で
の
認
定

が
必
要
で
す
。
対
象
者
の
方
で
ご

希
望
の
方
は
、
介
護
障
害
課
（
川

島
庁
舎
１
階
）
ま
た
は
支
所
地
域

課
（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）
に
、

１２
月
２０
日
（水）
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
認
定
の
申
請
対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
６５

歳
以
上
の
方
（
既
に
身
体
障
害
者

手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

は
除
き
ま
す
）

①
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援

認
定
者

②
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援

認
定
者
で
は
な
い
が
前
記
①
に

準
ず
る
方

※
申
請
者
全
員
が
認
定
さ
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申

請
後
に
調
査
に
伺
う
こ
と
が
あ
り

障
害
者
控
除
対
象
者
の

認
定
制
度

労
働
保
険
と
は
、
労
働
者
災
害

補
償
保
険
（
一
般
に
「
労
災
保
険
」

と
言
い
ま
す
）
と
雇
用
保
険
を
ま

と
め
た
総
称
で
あ
り
、
業
務
上
災

害
と
通
勤
途
上
災
害
に
よ
る
傷
病

等
に
対
す
る
補
償
（
労
災
保
険
）、

失
業
し
た
場
合
の
給
付
（
雇
用
保

険
）
等
を
行
う
制
度
で
す
。

労
働
保
険
は
、
労
働
者
（
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
も
含
む
）
を
一

労
働
保
険
の
成
立
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か
？

川
島
土
木
事
務
所
で
は
、
平
成

１９
年
１
月
ま
で
の
間
、
土
石
流
危

険
渓
流
お
よ
び
急
傾
斜
地
危
険
個

所
に
お
い
て
、
谷
や
斜
面
の
状
況

を
調
査
し
ま
す
。

委
託
業
者
が
状
況
を
調
査
す
る

た
め
に
、
私
有
地
に
立
ち
入
ら
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

川
島
土
木
事
務
所
　
河
川
砂
防
課

℡
○26
３
７
５
４

砂
防
基
礎
調
査
に
つ
い
て

入
学
金
や
授
業
料
、
教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
の
敷
金
、
家
賃
な
ど
入

学
時
や
在
学
中
に
必
要
と
な
る
資

国
の
教
育
ロ
ー
ン

問
い
合
わ
せ

１１
月
は
介
護
保
険
料
の

納
付
月

１１
月
は
、
介
護
保
険
料
第
３
期

（
普
通
徴
収
の
方
）
の
納
付
月
で

す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

納
期
限
　
　
　
　
11
月
30
日
（木）

市
介
護
障
害
課
　
介
護
保
険
係

℡
○25
６
６
２
６

ま
す
。

※
障
害
者
控
除
の
適
用
に
は
、
確

定
申
告（
川
島
税
務
署
等
）、
所
得

申
告
相
談（
市
役
所
等
）、
ま
た
は

年
末
調
整
時
に
認
定
書
を
提
示
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
所

得
や
ほ
か
の
控
除
に
よ
り
、
税
額

に
影
響
が
出
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

申
請
と
認
定
に
つ
い
て

市
介
護
障
害
課

℡
○25
６
６
１
３

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

市
税
務
課
　

℡
○22
２
２
１
５

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）

擁
護
に
資
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。厚

生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に

従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し

た
、
「
理
容
店
」
、
「
美
容
店
」
、

標
準
営
業
約
款
制
度

「
Ｓ
マ
ー
ク
」を
ご
存
じ

で
す
か
！

問
い
合
わ
せ

１１
月
は
国
民
健
康
保
険
税
と

固
定
資
産
税
の
納
付
月

１１
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

（
第
５
期
）
と
固
定
資
産
税
（
第

３
期
）
の
納
付
月
で
す
。
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。納

期
限
　
　
　
　
11
月
30
日
（木）

市
税
務
課
　
　

℡
○22
２
２
１
５

人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
（
農

林
水
産
の
事
業
の
一
部
を
除
く
）

は
必
ず
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
手
続
き
を
と
ら
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
吉
野
川
公
共
職
業

安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川
）

ま
で
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

吉
野
川
公
共
職
業
安
定
所
適
用
係

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川
）

℡
○24
２
１
６
６

問
い
合
わ
せ

２.４５

「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」、「
め
ん
類

飲
食
店
」、「
一
般
飲
食
店
」
で
は
、

店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
登
録
店
は
安
心
・
安
全
・
衛

生
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店

で
す
。

（
財
）
徳
島
県
生
活
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
８
（
６
２
３
）
７
４
０
０

金
を
融
資
す
る
公
的
制
度
と
し

て
、
国
民
金
融
公
庫
の
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

融
資
額

学
生
・
生
徒
一
人
あ
た

り
２
０
０
万
円
以
内

融
資
期
間

１０
年
以
内
（
在
学
期

間
以
内
で
元
金
据
置
が
可
能
）

利
率

年
　
％
（
固
定
金
利
　
平

成
１８
年
９
月
１３
日
現
在
）

国
民
生
活
金
融
公
庫
徳
島
支
店

℡
０
８
８
（
６
２
２
）
７
２
７
１



問
い
合
わ
せ
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市
内
４
庁
舎
（
市
役
所
・
川
島

庁
舎
・
山
川
庁
舎
・
美
郷
庁
舎
）

間
を
結
ぶ
無
料
巡
回
バ
ス
を
運
行

し
て
い
ま
す
。

の
ぼ
り
路
線
（
美
郷
庁
舎→

山

川
庁
舎→

川
島
庁
舎→

市
役
所
）

と
、
く
だ
り
路
線
（
市
役
所→

川

島
庁
舎→

山
川
庁
舎→

美
郷
庁

舎
）
の
２
路
線
が
あ
り
ま
す
。
と

も
に
平
日
に
１
日
８
便
の
運
行
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

市
総
務
課
　

℡
○22
２
２
３
１

無
料
巡
回
バ
ス
を
運
行

し
て
い
ま
す
!!

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ゆ
ず
り
あ
う
　
心
が
広
げ
る
　
細
い
道

野
口
　
百
香
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
三
年
）

吉
野
川
水
系
の
コ
イ
を

持
ち
出
さ
な
い
で
！

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、
取

引
先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因
で
、

経
営
悪
化
の
危
機
に
直
面
し
て
し

ま
っ
た
と
き
に
資
金
を
借
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、
中
小

企
業
を
守
る
た
め
に
国
が
つ
く
っ

た
共
済
制
度
で
す
。
無
担
保
・
無

保
証
人
で
積
み
立
て
掛
け
金
の
１０

倍
の
範
囲
内
（
最
高
３
２
０
０
万

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

（
中
小
企
業
倒
産
防
止

共
済
制
度
）
の
ご
案
内

市
民
の
皆
さ
ん
の
赤
十
字
事
業

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

昨
年
を
上
回
る
社
費
が
寄
せ
ら

れ
、
本
年
度
の
目
標
額
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誌
面
を

も
っ
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

目
標
額

７
２
０
万
２
０
０
０
円

達
成
額

７
５
１
万
２
８
２
２
円

達
成
率

１
０
４
・
３
％

平
成
１８
年
度
赤
十
字
社

費
募
集
結
果
報
告

徳
島
県
の
最
低
賃
金
が
次
の
と

お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

℡
０
８
８
（
６
５
２
）
９
１
６
５

徳
島
県
最
低
賃
金

８
月
１８
日
以
降
、
吉
野
川
水
系

で
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

に
感
染
し
た
コ
イ
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

初
め
て
吉
野
川
水
系
で
本
病
が

発
生
し
た
平
成
１７
年
度
に
、
徳
島

県
内
水
面
漁
業
管
理
委
員
会
は
吉

野
川
水
系
か
ら
の
コ
イ
（
死
体
を

含
む
）
の
持
ち
出
し
を
禁
止
す
る

指
示
を
出
し
て
い
て
、
こ
の
指
示

は
現
在
も
継
続
中
で
す
。

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の

ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
、
引
き
続
き

指
示
の
順
守
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
吉
野
川
水
系
で
釣
っ
た
コ
イ
を

他
の
川
や
池
な
ど
に
放
す
こ
と

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

○
皆
さ
ん
が
飼
っ
て
い
る
コ
イ
や

死
ん
だ
コ
イ
を
川
や
池
な
ど
に

放
し
た
り
捨
て
た
り
す
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う

○
こ
の
病
気
に
か
か
る
魚
は
コ
イ

（
マ
ゴ
イ
と
ニ
シ
キ
ゴ
イ
）
の

み
で
す

○
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
人
に
感
染
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に

感
染
し
た
コ
イ
を
食
べ
て
も
人

体
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん

○
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
塩
素
消
毒
に

よ
っ
て
殺
菌
さ
れ
る
の
で
、
水

道
水
の
安
全
性
に
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん

市
農
業
振
興
課

℡
○22
２
２
２
８

県
水
産
課

℡
０
８
８
（
６
２
１
）
２
４
７
２

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

を
防
ぐ
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が

必
要
で
す

円
）
で
被
害
額
相
当
の
共
済
金
が

借
入
れ
可
能
で
す
。
毎
月
の
掛
け

金
も
税
法
上
、
必
要
経
費
ま
た
は

損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ

と
加
入
申
し
込
み
は
、
商
工
会
、

商
工
会
議
所
、
金
融
機
関
の
本
支

店
の
窓
口
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

制
度
の
運
営
は
、
独
立
行
政
法

人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
行

っ
て
い
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
四
国
支
部

℡
０
５
０（
５
５
４
１
）７
１
７
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sm
rj.go.jp/kyosai/i

ndex.htm
l

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
社
費

は
世
界
各
地
で
多
発
す
る
自
然
災

害
や
紛
争
等
に
よ
る
被
災
者
・
犠

牲
者
の
支
援
は
も
と
よ
り
、
国
内

に
お
い
て
も
、
災
害
救
護
活
動
、

救
急
法
等
の
普
及
・
赤
十
字
精
神

に
基
づ
く
青
少
年
の
育
成
等
に
幅

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
地
域
福
祉
課

℡
○25
２
１
１
１

時
間
額

６
１
７
円

平
成
18
年
10
月
１
日
発
効

問
い
合
わ
せ

地区別内訳 （単位：円）

８月17日現在

鴨島地区

川島地区

山川地区

美郷地区

合　計

目標額

3,885,500

1,307,800

1,793,300

215,400

7,202,000

達成額

3,913,612

1,348,104

1,985,906

265,200

7,512,822

問
い
合
わ
せ
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フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
１
２
０
（
５
０
６
）
３
０
９

受
付
時
間

平
日
　
午
前
９
時
〜

午
後
８
時
／
土
曜
、
祝
日
　
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
日
曜
は
休
業
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
渡
る
前
に
右
左
　
心
の
ゆ
と
り
を
　
忘
れ
ず
に

岡
田
　
紗
季
（
西
麻
植
小
学
校
四
年
）

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
）
は
、
国
税
に
関

す
る
各
種
手
続
き
が
自
宅
や
オ
フ

ィ
ス
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を

通
じ
て
行
う
こ
と
が
で
き
、
税
務

署
な
ど
に
何
度
も
出
か
け
る
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。
特
に
源
泉
所

得
税
の
毎
月
納
付
や
消
費
税
の
毎

月
申
告
な
ど
、
利
用
回
数
の
多
い

手
続
き
に
は
便
利
で
す
。
各
種
手

続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、

酒
税
お
よ
び
印
紙
税
の
申
告

②
全
税
目
の
納
税

③
申
請
・
届
出
等

●
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ

１

開
始
届
出
書
を
所
轄
の
税
務
署

ｅ-Taxを
ご利用ください

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
域
環
境
・
資

源
保
護
の
立
場
か
ら
、
古
い
電
話

帳
の
回
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
期
間

１１
月
６
日
（月）
〜
２２
日

（水）回
収
方
法

配
達
員
が
新
し
い
電

話
帳
を
お
届
け
に
伺
い
ま
す
の
で
、

不
要
と
な
っ
た
電
話
帳
が
あ
れ
ば

お
渡
し
く
だ
さ
い
。（
交
換
方
式
）

不
在
等
で
渡
せ
な
か
っ
た
場
合

は
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
改
め
て
回

収
に
伺
い
ま
す
。

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

古
い
電
話
帳
を
回
収
し

ま
す

移
動
採
血
車
に
よ
る
献
血
（
成

分
献
血
・
２
０
０
ml
・
４
０
０
ml
）

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
現

在
、
全
国
的
に
輸
血
用
血
液
が
不

足
し
て
い
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の

善
意
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

１１
月
１６
日
（木）

●
山
川
庁
舎
前
　
午
前
９
時
３０
分

〜
正
午

●
川
島
庁
舎
前
　
午
後
２
時
〜
４

時※
成
分
献
血
は
予
約
制
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
前
日
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

皆
さ
ん
、
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
ご
存
じ
で
す
か
。
職
場

に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫
や
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
女
性
の
人

権
問
題
に
関
す
る
専
用
相
談
電
話

で
す
。

女
性
の
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び

徳
島
地
方
法
務
局
職
員
が
中
心
と

な
り
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

℡
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

期
間

１１
月
１３
日
（月）
〜
１９
日
（日）

と
き

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７

時
３０
分
（
土
・
日
は
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時
）

女性の人権
ホットライン

申
告
も
納
税
も
パ
ソ
コ
ン
で

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ら
く
ら
く

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
の
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

●
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ

２

所
轄
の
税
務
署
か
ら
利
用
者
識

別
番
号
等
の
通
知
書
と
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ

ソ
フ
ト
の
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

●
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ

３

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス
ト

ー
ル
、
暗
証
番
号
の
変
更
お
よ
び

電
子
証
明
書
等
の
登
録
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

電
子
証
明
書
と
は
、
書
面
取
引

に
お
け
る
印
鑑
証
明
書
に
代
わ
る

も
の
と
い
え
ま
す
。

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
の
際
に

は
、
事
前
に
電
子
証
明
書
の
取
得

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
電
子
証
明

書
の
具
体
的
な
取
得
方
法
お
よ
び

費
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
電
子

証
明
書
の
発
行
機
関
（
市
町
村
窓

口
、
吉
野
川
市
は
、
市
市
民
生
活

課
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
（
祝
日
等
を
除
く
）

申
告
・
納
税
の
デ
ー
タ
の
送
信

は
右
記
の
時
間
に
限
り
ま
す
が
、

作
成
は
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
等
を
利

用
し
て
、
い
つ
で
も
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
の
最
新
情
報
や
ご
利

用
に
当
た
っ
て
の
手
続
き
等
に
つ

い
て
は
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
川
島
税

務
署
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

川
島
税
務
署
　
総
務
課

℡
○25
２
２
１
１

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
時
間

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会℡

○42
２
０
８
９

市
社
会
福
祉
協
議
会
川
島
支
所

℡
○25
５
５
２
２

税務署からの
お知らせ

相
談 
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せ
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１２
月
４
日
か
ら
１０
日
ま
で
の
一

週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

「
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の

人
権
意
識
　
思
い
や
り
の
心
・
か

け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
」
を

本
年
の
活
動
目
標
と
し
、
各
種
の

啓
発
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
今
、
皆
さ
ん
は
、
自

分
の
人
権
が
守
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
か
？
　
こ
の
機
会

に
、
一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
権
に
つ
い
て
の
悩
み
事
は
、

人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

（
２３
ペ
ー
ジ
に
人
権
相
談
日
程
表

を
掲
載
）

徳
島
地
方
法
務
局
吉
野
川
支
局

℡
○25
２
４
０
０

第５８回人権週間 《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
自
て
ん
車
で
　
か
た
て
う
ん
て
ん
　
や
っ
ち
ゃ
だ
め

中
山
み
づ
き
（
知
恵
島
小
学
校
三
年
）

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

巡
回
職
業
相
談

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
女
性

に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ

り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成

し
て
い
く
上
で
克
服
す
べ
き
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の

根
底
に
は
、
女
性
の
人
権
の
軽
視

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
女
性
の
人
権

の
尊
重
の
た
め
の
意
識
啓
発
や
教

育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

主
な
相
談
機
関

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

川
島
万
葉
植
物
園

ニ
ラ
　
　
　
　
ユ
リ
科

川
島
万
葉
植
物
園
の
、
栽
培
園

に
植
え
ら
れ
て
い
る
ニ
ラ
は
、
夏

の
終
わ
り
か
ら
秋
の
初
め
に
か
け

て
白
く
小
さ
な
花
を
さ
か
せ
ま

す
。
中
国
西
部
が
原
産
で
、
独
特

の
に
お
い
が
あ
り
ま
す
。
葉
を
食

用
と
し
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
は
じ
め

と
す
る
、
ビ
タ
ミ
ン
類
や
ミ
ネ
ラ

ル
を
豊
富
に
含
ん
で
い
ま
す
。

『
伎
波
き

は

都つ

久く

の
　
丘
の
莖
韮
く
く
み
ら

わ
れ
摘つ

め
ど

籠こ

に
も
満
た
な
ふ

背せ

な
と
摘つ

ま
さ
ね
』

と
書
か
れ
た
歌
碑
が
添
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
き
は
つ
く
（
古
代
の
地
名
）

の
岡
の
ニ
ラ
は
、
私
が
摘
ん
で
も

籠
に
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
せ
ん
。

あ
の
方
と
お
摘
み
な
さ
い
な
」
と

い
う
意
味
で
す
。
昔
の
人
も
ニ
ラ

を
食
べ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

〈表紙写真〉

募
集 

と
き

１１
月
１４
日
（火）

午
前
９
時
〜
１１
時

と
こ
ろ

学
島
幼
稚
園

内
容

川
島
町
内
在
住
の
０
歳
か

ら
６
歳
ま
で
の
未
就
園
児
を
対
象

に
、
幼
稚
園
児
と
の
交
流
を
行
い

ま
す
。

参
加
費

１
０
０
円
（
保
険
料
・

お
や
つ
代
）

学
島
幼
稚
園

℡
○25
４
０
１
８

「
動
物
ふ
れ
あ
い
教
室
」

子
育
て
サ
ー
ク
ル

「
ミ
ニ
と
ま
と
く
ら
ぶ
」

人権イメージキャラクター人KEN

まもる君と人KENあゆみちゃん

賃
金
不
払
残
業
（
い
わ
ゆ
る

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」）
と
は
、
所
定

労
働
時
間
外
に
労
働
時
間
の
一
部

ま
た
は
全
部
に
対
し
て
所
定
の
賃

金
ま
た
は
割
増
賃
金
を
支
払
う
こ

と
な
く
労
働
を
行
わ
せ
る
こ
と
を

い
い
、
労
働
基
準
法
に
違
反
す
る
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
賃
金
不
払

残
業
の
解
消
を
図
る
た
め
に
、
１１

月
を
「
賃
金
不
払
残
業
解
消
キ
ャ

１１
月
は
「
賃
金
不
払
残
業

解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」

ン
ペ
ー
ン
月
間
」
と
し
、
賃
金
不

払
残
業
の
解
消
に
向
け
、
労
使
の

主
体
的
な
取
り
組
み
を
促
す
た
め

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

全
国
一
斉
無
料
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

労
働
時
間
管
理
の
適
正
化
と
賃

金
不
払
残
業
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

と
き

１１
月
２３
日
（木）
勤
労
感
謝
の

日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
１
２
０
（
７
９
３
）
２
８
３

な
く
そ
う
不
払
残
業

警
察
、
法
務
局
、
配
偶
者
暴
力
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
等

全
国
共
通
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
１
２
０
（
９
５
６
）
０
８
０

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き

１１
月
１３
日
（月）
・
２０
日
（月）
・

２７
日
（月）
、
１２
月
４
日
（月）
・
１１
日
（月）

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

１１
月
８
日
（水）
、
１２
月
１３
日

（水）
午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

℡
○24
２
１
６
６
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
そ
の
か
ぶ
り
も
の
が
　
命
づ
な

後
藤
田
洸
希
（
川
島
小
学
校
五
年
）

平
成
１９
年
度
（
平
成
１９
年
４
月

か
ら
）
保
育
所
入
所
希
望
者
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
な
お
、

申
込
書
は
１１
月
２１
日
（火）
か
ら
子
育

て
支
援
課（
川
島
庁
舎
）・
支
所
地

域
課（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）・
各

保
育
所（
園
）の
窓
口
に
備
え
付
け

ま
す
。

受
付
期
間

１２
月
１
日
（金）
〜
２０
日

（水）
／
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
４
時
（
土
・
日
を
除
く
）

受
付
場
所

子
育
て
支
援
課
、
支

所
地
域
課（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）、

各
保
育
所（
園
）

提
出
書
類

入
所
申
込
書
、
就
労

証
明
書
な
ど
。

入
所
資
格

保
育
所
へ
入
所
で
き

る
の
は
、
保
護
者
が
次
の
①
〜
⑦

の
項
目
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
で
す
。

な
お
、
保
護
者
以
外
の
同
居
の

方
が
児
童
を
保
育
で
き
る
場
合
は

除
か
れ
ま
す
。

①
昼
間
、
居
宅
外
で
働
い
て
い
る
。

②
居
宅
内
で
内
職
な
ど
日
常
以
外

の
仕
事
を
し
て
い
る
。

③
母
親
が
妊
娠
中
、
ま
た
は
出
産

し
て
日
が
浅
い
。

④
病
気
や
け
が
を
し
て
い
る
。

⑤
心
身
に
障
害
が
あ
る
。

保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

徳
島
県
で
は
、
美
し
い
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
あ
な

た
の
周
り
の
景
観
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き

１２
月
９
日
（土）

午
後
１
時
３０
分
か
ら

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

内
容

①
徳
島
県
下
を
９
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
た
地
区
ご
と
の
景
観
マ
ッ
プ

景
観
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
募
集
！

高
開
石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

題
材
と
し
た
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
で
審
査
を
行
い
、
上

位
入
賞
作
品
３
点
に
は
美
郷
の
物

産
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
す
べ

て
の
応
募
作
品
は
、
美
郷
ほ
た
る

館
で
８
月
末
ま
で
展
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

作
品
規
定

●
Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
写
真
（
Ａ
４
サ

イ
ズ
な
ど
も
可
）

作
品
は
Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
カ
ー
ド

ケ
ー
ス
に
入
れ
て
展
示
し
ま
す
の

で
、
Ｂ
４
サ
イ
ズ
に
収
ま
る
よ
う

に
カ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。
コ
ラ

石
積
み
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

ー
ジ
ュ
や
フ
ィ
ル
タ
ー
処
理
を
し

た
作
品
も
可
能
で
す
。

●
作
品
提
出
は
１
人
１
点
、
今
年

度
に
撮
影
し
た
未
発
表
の
作
品
。

●
作
品
の
裏
に
、
撮
影
者
の
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
す

る
か
、
書
い
た
紙
を
張
り
付
け
て

く
だ
さ
い
。

提
出
先

〒
７
７
９
―

３
５
０
１
　

美
郷
字
宗
田
８２
番
地
１

美
郷
ほ
た
る
館
（
火
曜
日
休
館
日
）

提
出
締
切

平
成
１９
年
１
月
１４
日
（日）
午
後
５
時

審
査
結
果
発
表
日

平
成
１９
年
１
月
末
（
予
定
）

展
示
終
了
後
の
作
品
の
取
り
扱
い

美
郷
ほ
た
る
館
に
直
接
取
り
に

き
て
い
た
だ
く
か
、
作
品
提
出
の

際
に
返
送
用
の
封
筒
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。
返
送
用
の
封
筒
に
は
、

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入

し
、
切
手
を
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

美
郷
ほ
た
る
館

℡
○43
２
８
８
８

怪
傑
　
講
師
団
活
躍
中

地
元
の
人
権
教
育
啓
発
講
師
団

が
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
各
地

で
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
師
団
紹
介
⑬

問
い
合
わ
せ

講
演
テ
ー
マ

「
人
権
（
古
今
東
西
）」

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

山
川
町
出
身
。
市
職
員
。
講
師

団
き
っ
て
の
快（
？
）男
子
。
フ
ー

テ
ン
の
寅
さ
ん
に
な
り
き
っ
て
の

口
上
は
天
下
一
品
。
学
習
は
楽
し

く
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
人
権
の
話
が

右
か
ら
左
か
ら
後
ろ
か
ら
前
か
ら

飛
び
出
す
。
ス
イ
ミ
ン
グ
で
培
っ

た
体
操
を
取
り
入
れ
、
緊
張
を
ほ

ぐ
す
様
は
ま
る
で
水
を
得
た
○
○

○
。
笑
い
の
中
か
ら
み
え
て
く
る

本
質
は
、「
み
ん
な
幸
せ
に
な
り

た
い
。」
と
訴
え
る
。
心
は
変
わ

る
。

市
人
権
課
　
　

℡
○22
２
２
２
９ 蔵本

くらもと

政則
まさのり

⑥
同
居
の
親
族
を
常
時
看
護
し
て

い
る
。

⑦
火
災
な
ど
の
災
害
の
復
旧
に
あ

た
っ
て
い
る
。

市
子
育
て
支
援
課
℡
○25
６
６
１
４

を
作
成
し
ま
す
。
こ
の
会
場
で

は
、
吉
野
川
市
・
石
井
町
・
旧

阿
波
郡
で
構
成
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ

ク
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

②
景
観
法
を
活
用
し
た
地
域
の
景

観
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
す
。

参
加
費

無
料

参
加
方
法

１２
月
１
日
（金）
ま
で

に
、
県
都
市
計
画
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

県
都
市
計
画
課

℡
０
８
８
（
６
２
１
）
２
５
６
６

○
Ｂ
４
＝
257
mm
×
364
mm
、
ワ
イ
ド

四
ツ
切
＝
254
mm
×
368
mm

○
Ａ
４
＝
210
mm
×
297
mm
、
ワ
イ
ド

六
ツ
切
＝
203
mm
×
305
mm

問
い
合
わ
せ
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講
師

早
川

は
や
か
わ

一
光

か
ず
て
る

さ
ん

（
総
合
人
間
研
究
所
　
所
長
）

今
年
４
月
か
ら
介
護
保
険
法
が

改
正
さ
れ
、「
介
護
予
防
」
に
重

点
を
置
い
た
取
り
組
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。

「
介
護
予
防
」
と
は
、
い
つ
ま

で
も
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
自
分
ら

し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う

な
生
活
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。
吉

野
川
市
で
も
、
健
康
教
室
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
回
は
講
師
に
早
川
一
光
さ
ん

を
お
招
き
し
、
介
護
予
防
講
演
会

を
３
会
場
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
介
護
予
防
」
講
演
会
　
　
【
入
場
無
料
】

〜
い
き
い
き
・
は
つ
ら
つ
・
自
分
ら
し
く
〜

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
は
っ
！
と
す
る
　
心
の
ゆ
る
み
に
　
ブ
レ
ー
キ
を

和
泉
　
莉
奈
（
学
島
小
学
校
三
年
）

と
き
・
と
こ
ろ

11
月
21
日
（火）
午
後
１
時
30
分
〜

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
川
島
町
）

11
月
28
日
（火）
午
後
１
時
30
分
〜

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
山
川
町
）

11
月
30
日
（木）
午
後
１
時
30
分
〜

鴨
島
公
民
館
　
　
（
鴨
島
町
）

※
い
ず
れ
の
会
場
も
、
受
け
付
け

は
午
後
１
時
か
ら
で
す
。

〈
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

昭
和
２３
年
、
京
都
府
立
医
科
大

学
卒
業
。
同
２５
年
、
京
都
西
陣
に

住
民
出
資
の
白
峰
診
療
所
を
創

設
。
堀
川
病
院
理
事
長
な
ど
を
経

て
、
昭
和
６３
年
、
総
合
人
間
研
究

所
所
長
に
就
任
。
平
成
１４
年
、
わ

ら
じ
医
者
よ
ろ
ず
診
療
所
を
開

設
。
５０
年
以
上
地
域
医
療
の
現
場

で
活
躍
し
て
い
る
。
経
験
を
生
か

し
た
講
演
活
動
、
著
書
も
多
数
。

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
○25
６
６
２
７

講
師

山
本
コ
ウ
タ
ロ
ー
さ
ん

（
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
）

と
き

１１
月
１７
日
（金）

午
後
２
時
３０
分

と
こ
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〈
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
界
き
っ

て
の
理
論
家
と
し
て
知
ら
れ
る
マ

ル
チ
タ
レ
ン
ト
。

『
走
れ
コ
ウ
タ
ロ
ー
』『
岬
め

ぐ
り
』
が
日
本
中
で
大
ヒ
ッ
ト
。

近
年
は
、
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
、
平
和
、
地
球
、
環
境
問

題
な
ど
を
訴
え
る
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
。

人
権
の
催
し

【
入
場
無
料
】

講
師

桂
七
福
さ
ん
（
落
語
家
）

美
郷
地
区
学
校
文
化
祭
に
、
七

福
さ
ん
が
登
場
し
ま
す
。
ま
た
当

日
は
、
午
前
９
時
か
ら
美
郷
中
学

生
の
人
権
劇
な
ど
も
も
り
だ
く
さ

ん
。

「
よ
し
の
が
わ
　
よ
し
の
が
わ

よ
い
と
こ
ろ
」
七
福
談

と
き

１１
月
１８
日
（土）

午
前
１０
時
３０
分

と
こ
ろ

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

吉
野
川
市
で
人
気
№
１
の
講

師
！い

ま
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
が
堀

内
佳
さ
ん
の
歌
声
と
ト
ー
ク
に
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
美
郷

で
人
権
の
調
べ
が
こ
だ
ま
し
ま

す
。

と
き

１１
月
２４
日
（金）

午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

市
人
権
課

℡
○22
２
２
２
９

催
し 

☆
山
本
コ
ウ
タ
ロ
ー
の

ピ
ー
ス
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

〜
も
っ
と
地
球
的
な
視
野
を

持
ち
ま
せ
ん
か
〜

☆
桂
七
福

人
権
？
落
語
！

〜
気
づ
け
ば
高
ま
る

人
権
意
識
〜

☆
人
権
の
つ
ど
い

と
き

１１
月
２３
日
（木）

午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館

◆
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
に
よ
る
人
権
劇

◆
川
口
泰
司
講
演
会

〜
差
別
っ
て
い
っ
た
い

何
や
ね
ん
〜

歩
く
水
平
社
宣
言
・
川
口
泰
司

さ
ん
見
参
！

差
別
の
本
質
を
追
求
し
、
自
分

の
言
葉
と
わ
か
り
や
す
い
表
現
で

語
り
か
け
る
。
足
元
を
見
据
え
た

日
々
の
地
道
な
活
動
に
裏
付
け
ら

れ
た
ハ
ー
ト
フ
ル
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
講
演
は
今
、
多
方
面
か
ら

注
目
さ
れ
多
く
の
共
感
を
呼
ん
で

い
る
。

☆
堀
内
佳

人
権
コ
ン
サ
ー
ト

〜
そ
の
ま
ま
の
君
で
〜
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
気
を
つ
け
て
　
き
け
ん
が
ひ
そ
む
　
ま
が
り
か
ど

土
肥
星
莉
加
（
山
瀬
小
学
校
三
年
）

と
き

１２
月
２
日
（土）

開
場
　
午
後
６
時
３０
分

開
演
　
午
後
７
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

５
０
０
円
（
当
日
券
も

あ
り
ま
す
）

後
援

市
教
育
委
員
会
、
市
文
化

協
会
な
ど

第
１８
回
コ
ー
ル
・
エ
・
コ
ー

ル
か
も
じ
ま
定
期
演
奏
会

連
絡
先

出
演
者

シ
ッ
ク
＆
フ
レ
ン
ズ（
形

山
一
也（
Ｇ
）、高
田
由
起（
Ｖｏ
））

ほ
か

と
き

１１
月
２６
日
（日）
午
後
１
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
銀
座
通

り
ま
ち
か
ど
ひ
ろ
ば

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

正
午

★
出
店
募
集
中
！
（
無
料
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tcu
.o
r.jp
/ka
m
o

jim
a
/m
a
ch
ico
n
/

第
８９
回
ま
ち
か
ど
コ
ン

サ
ー
ト

落
ち
葉
コ
ン
サ
ー
ト

〜
江
川
の
ほ
と
り
で
〜

オ
ー
ボ
エ
＆
ピ
ア
ノ

と
き

１１
月
２２
日
（水）

開
場
　
午
後
６
時
３０
分

開
演
　
午
後
７
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

小
中
学
生
７
０
０
円
、

高
校
生
以
上
１
５
０
０
円
（
未
就

学
児
は
無
料
）

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

音
の
和
コ
ン
サ
ー
ト

V
o
l.1

よ
。
見
に
来
て
ね
!!

と
き

１２
月
１７
日
（日）

開
場
　
午
後
１
時
３０
分

開
演
　
午
後
２
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

主
催

鴨
島
公
民
館

共
催

徳
島
県

鴨
島
公
民
館

℡
○24
５
１
１
１

FAX
○24
５
１
１
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sm
iletrust.com

/co
m
m
unity/

よ
し
の
が
わ
キ
ッ
ズ
（
市
内
の

幼
稚
園
児
〜
小
学
生
）
と
、
と
き

め
き
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
に
よ
る

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
！

み
ん
な
で
一
生
懸
命
練
習
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
、
四
国
放

送
で
お
な
じ
み
の
七
福
さ
ん
が
や

っ
て
く
る
！

と
き

１２
月
３
日
（日）

開
場
　
午
後
１
時
３０
分

開
演
　
午
後
２
時

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

入
場
料

前
売
り
５
０
０
円

当
日
　
６
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
、
川
島
図
書

館
、
山
川
公
民
館
、
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー

主
催

市
文
化
協
会

後
援

市
教
育
委
員
会

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー℡

○22
０
０
１
５

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会

℡
○24
３
７
２
５
（
鎌
田
）

刑
務
所
施
設
の
見
学
や
藍
染
め

の
体
験
が
で
き
ま
す
。
刑
務
作
業

製
品
の
展
示
・
即
売
も
あ
り
ま
す
。

と
き

１１
月
１８
日
（土）

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

１１
月
１９
日
（日）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

徳
島
刑
務
所
（
徳
島
市

入
田
町
）

徳
島
刑
務
所
（
作
業
所
直
通
）

℡
０
８
８
（
６
４
４
）
０
１
１
４

四
国
矯
正
展

吉
野
川
市
小
学
校
音
楽

発
表
会

と
き

１１
月
２９
日
（水）

開
場
　
午
後
０
時
３０
分

開
演
　
午
後
１
時
１０
分

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

主
催

吉
野
川
市
小
学
校
教
育
研

究
会
音
楽
部
会

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

公
演

お
正
月
の
生
け
花
教
室

受
講
生
募
集

と
き

１２
月
２４
日
（日）

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
会
議
室

講
師

出
村
丹
雅
草
さ
ん
（
草
月

流
）

材
料
費

２
５
０
０
円
（
当
日
集

金
し
ま
す
）

定
員

１５
人
（
先
着
順
）

準
備
物

花
器
、
は
さ
み
、
剣
山

申
込
受
付

１１
月
１０
日
（金）
か
ら
先

着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。（
土
・

日
・
祝
日
も
受
け
付
け
ま
す
。
火

曜
日
は
休
館
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

℡
○35
２
３
７
２
（
田
島
）

℡
○24
０
３
３
５
（
藤
原
）

古
典
落
語
二
席

桂
七
福
公
演
会

あ
っ
た
か
手
編
み
体
験
講
座

受
講
生
募
集

と
き

１１
月
２６
日
（日）

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
研

修
室
５

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
青
に
な
り
　
一
気
に
行
き
た
い
　
で
も
確
に
ん

田
岡
慎
太
郎
（
川
田
小
学
校
五
年
）



11・12月の健康相談・健康（運動）教室
時　　間

　9：30～10：30
　9：30～11：00
　9：30～10：30
　9：00～10：00
　9：30～10：30
10：00～11：00
10：00～11：00
13：30～14：30
　9：00～10：00
10：00～11：00
10：00～11：00
13：30～14：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
10：00～11：00
　9：30～10：30
10：00～11：00
13：30～14：30
10：00～11：00
　9：30～13：30
　9：30～13：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
13：30～14：30
　9：30～14：30
13：30～14：30
　9：30～10：30
　9：30～11：00

日
8

9

10

13

14

15

16

17

21

22

24

27

28
30

曜日
水

木

金

月

火

水

木

金

火

水

金

月

火
木

場　　　所
川島公民館近久分館
忌部農業構造改善センター
中部農業構造改善センター
東児島老人憩の家（※1）
三ツ島西公会堂
喜来老人憩の家
川島公民館吉本分館
立石公会堂
川島公民館学西分館
川島公民館朝日ヶ丘分館
多津美公会堂
牛島集会所
中古井広域集落センター
こだま会館
森山地区公民館
東部集落センター
西麻植会館
中枝老人憩の家
敷地老人憩の家
西川田福祉センター
山川公民館
川島公民館敷地分館
鍛冶屋敷公会堂
東山老人憩の家
上浦地区公民館
知恵島老人憩の家
川島公民館山田分館
牛島地区公民館

地区
川 島
山 川
山 川
川 島
川 島
鴨 島
川 島
川 島
川 島
川 島
鴨 島
鴨 島
美 郷
川 島
鴨 島
美 郷
鴨 島
美 郷
鴨 島
山 川
山 川
川 島
川 島
美 郷
鴨 島
鴨 島
川 島
鴨 島

内　　容　
健 康 体 操
運 動 教 室
体脂肪率測定
栄 養 教 室

体脂肪率測定
運 動 教 室
健 康 体 操
健 康 体 操
健 康 体 操
健康教室（栄養のお話）
運 動 教 室
運 動 教 室
栄 養 教 室

健 康 体 操

運 動 教 室
運 動 教 室
栄 養 教 室
栄 養 教 室
栄 養 教 室
栄 養 教 室
運 動 教 室
栄 養 教 室
栄 養 教 室
伝達講習（糖尿病予防）
健康教室・ウオーキング

担　当　課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課
地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課
地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

健
　
康
　
相
　
談

11
　
　
　
 
 
 
 
　
　
月

時　　間
　9：30～10：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
13：30～14：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
10：00～11：00
　9：00～10：00
10：00～11：00
13：30～14：30
　9：30～11：00
13：30～14：30
　9：00～10：00
10：00～11：00
13：30～14：30
　9：30～10：30
　9：30～10：30
10：00～11：00
　9：30～14：00

日
1

5

6

7

8

11

12

13
14

15

曜日
金

火

水

木

金

月

火

水
木

金

場　　　所
三ツ島西公会堂
山瀬地区公民館
川島公民館神後分館
川島公民館
川島公民館近久分館
川島公民館久保田分館
鴨島南部老人憩の家
東児島老人憩の家（※１）
喜来老人憩の家
桁山集落センター
森藤集会所
立石公会堂
川島公民館学西分館
多津美公会堂
牛島集会所
中古井広域集落センター
中部農業構造改善センター
西麻植会館
中枝老人憩の家

地区
川 島
山 川
川 島
川 島
川 島
川 島
鴨 島
川 島
鴨 島
美 郷
鴨 島
川 島
川 島
鴨 島
鴨 島
美 郷
山 川
鴨 島
美 郷

内　　容　

体脂肪率測定
健 康 体 操
健 康 体 操
健 康 体 操
栄 養 教 室
体脂肪率測定
運 動 教 室
運 動 教 室
健 康 体 操
運 動 教 室
運 動 教 室
健 康 体 操

健 康 体 操
健 康 体 操
運 動 教 室

栄養教室（※2）

担　当　課

健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課
地 域 福 祉 課
健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

地 域 福 祉 課

健 康 推 進 課

健
　
康
　
相
　
談

12
　
　
 
 
　
　
　
月

●問い合わせ
　市地域福祉課　　○25 6627

●問い合わせ
　市健康推進課　　○25 6615

（※１）・旧称「川島公民館東児島分館」です。お間違えのないようにお願いします。      
（※２）・12月15日（金）の栄養教室参加ご希望の方は、12月1日（金）までに      
　　　　　市健康推進課　　　25　6615へお申し込みください。（定員20人）
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
自
転
車
も
　
く
る
ま
と
お
な
じ
　
て
い
れ
し
て

吉
田
　
晴
菜
（
川
田
中
小
学
校
四
年
）



2006年（平成18年）11月８日

広報よしのがわ 22

図
書
だ
よ
り 

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

℡
○24
５
１
１
１

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
11
、12
月
の
休
室
日

木
曜
日
、

年
末
年
始

美
郷
図
書
室（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
○43
２
８
１
１

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の
新
刊
コ
ー

ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshinogaw
a.lg.jp/ilisw

ing/w
e/opac/index.htm

l
●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日
／
１１
月
１０
日
（金）
・
１７
日
（金）
・
２４

日
（金）
、
１２
月
１
日
（金）
・
８
日
（金）
・
１５
日
（金）
・
２２
日
（金）

『
涙な

だ

そ
う
そ
う
』

吉
田
紀
子
　
著

☆
話
題
の
新
刊
☆

『
八
月
の
路
上
に
捨
て
る
』

伊
藤
た
か
み
　
著

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
11
、
12
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整

理
日
（
１１
月
３０
日
（木）
）、
年
末
年

始◆
お
は
な
し
会

１１
月
１１
日
（土）
午
後
１
時
３０
分
か

ら
、
１２
月
１６
日
（土）
午
後
２
時
か
ら

（
約
３０
分
間
）

◆
映
画
会

１１
月
１８
日
（土）
、
１２
月
２
日
（土）
、
１２

月
２４
日
（日）
の
午
後
１
時
３０
分
か
ら

（
約
２
時
間
）

◆
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

１２
月
１６
日
（土）
午
後
２
時
か
ら

山
川
図
書
館
　
　
℡
○42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
11
、
12
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
特
別
資
料
点
検

期
間
（
１１
月
１６
日
（木）
〜
３０
日
（木）
）、

年
末
年
始

◆
か
え
で
読
書
会
例
会

１１
月
９
日
（木）
、
１２
月
１４
日
（木）
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
／
図
書
館
２

階
／
読
書
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

い
つ
で
も
ど
う
ぞ
！

◆
学
読
書
会

１１
月
１１
日
（土）
、
１２
月
９
日
（土）
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
／
川
島
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー

◆「
ク
リ
ス
マ
ス
手
作
り
教
室
」

〜
す
て
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
〜

講
師

西
山
欣
子
さ
ん

１２
月
２
日
（土）
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
３０
分
／
図
書
館
２
階

◆「
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
」

徳
島
文
理
大
学
お
は
な
し
サ
ー
ク

ル
お
話
と
歌
の
子
ど
も
会
会
員
の

皆
さ
ん
が
お
話
し
し
て
く
れ
ま
す
。

１２
月
１６
日
（土）
午
後
２
時
３０
分
〜
３

時
３０
分
／
図
書
館
２
階

川
島
図
書
館
　
　
℡
○25
３
１
４
１

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
黄
し
ん
ご
う
　
す
す
み
た
く
な
る
け
ど
　
止
ま
っ
て
ね

三
木
　
淳
平
（
川
田
西
小
学
校
三
年
）

お
ど
る
国
文
祭
の
Ｐ
Ｒ
大
使
が

来
館
。
大
型
紙
芝
居
「
干
支
の
話
」

◆
読
書
感
想
文
の
展
示

１１
月
１２
日
（日）
ま
で
、
山
川
町
内
小

学
校
代
表
生
徒
の
作
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
１１
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

『
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
』

さ
く
ら
も
も
こ
　
著

『
フ
ラ
ニ
ー
と
メ
ラ
ニ
ー
も
り
の
ス

ー
プ
や
さ
ん
』

あ
い
は
ら
ひ
ろ
ゆ
き
　
著

『
ゲ
ド
戦
記
』

ア
ー
シ
ュ
ラ
・
Ｋ．

ル=

グ
ウ
ィ
ン

著『ポ
ケ
モ
ン
を
さ
が
せ
！
』

相
原
和
典
　
著

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
11
、
12
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
ひ
と
つ
灯
せ
』

上
江
佐
真
理
　
著

『
ダ
ー
ク
ネ
ス
』

倉
阪
鬼
一
郎
　
著

『
星
降
る
楽
園
で
お
や
す
み
』

青
井
夏
海
　
著

『
麺
通
団
の
さ
ぬ
き
う
ど
ん
の
め
ぐ

り
方
』

田
尾
和
俊
　
著

『
彼
に
贈
る
定
番
メ
ン
ズ
ニ
ッ
ト
』

雄
鶏
社
　
編

『
手
編
み
で
お
し
ゃ
れ
に
秋
冬
の
ニ

ッ
ト
』

雄
鶏
社
　
編

『
や
せ
る
！

き
れ
い
に
な
る
！

指

ヨ
ガ
』

深
堀
真
由
美
　
著

『
心
に
ナ
イ
フ
を
し
の
ば
せ
て
』

奧
野
修
司
　
著

『
る
る
ぶ
決
定
版
！
　

温
泉
＆
宿

中
国
・
四
国
』
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
　
編

『
る
る
ぶ
決
定
版
！
　
温
泉
＆
宿

九
州
』

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
　
編

『
夜
の
橋
』

藤
沢
周
平
　
著

『
オ
ー
ル
１
の
落
ち
こ
ぼ
れ
、
教
師

に
な
る
』

宮
本
延
春
　
著

『
銀
の
砂
』

柴
田
よ
し
き
　
著

『
ぼ
く
だ
け
の
☆
ア
イ
ド
ル
』

新
堂
冬
樹
　
著

『
毒
』

深
谷
忠
記
　
著

『
底
な
し
沼
』

新
堂
冬
樹
　
著

『
愛
な
ら
ど
う
だ
！
』
新
野
剛
志
　
著

『
狐
狸
の
恋
』

諸
田
玲
子
　
著

『
な
ぜ
紫
の
夜
明
け
に
』吉

村
達
也
　
著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
し
ず
く
ち
ゃ
ん
７
』ぎ
ぼ
り
つ
こ
　
著

『
う
し
ろ
の
正
面
』

小
森
香
折
　
著
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青
少
年
育
成
補
導 

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

℡
○25
６
６
２
０
FAX
○25
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tcu

.o
r.jp
/iku
s

e
ice
n
te
r/

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

平
成
１８
年
度
に
当
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
と
、
吉
野
川
市
内
の
中
学
生
の

約
半
数
、
高
校
生
の
９
割
以
上
が

携
帯
電
話
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
に
よ
る
事

件
等
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

宝
物

『
ま
ほ
う
』

美
郷
中
学
校
　
平
井
　
逸
美

友
達
と
い
う
名
の
宝
物

何
よ
り
も
光
り
か
が
や
い
て
い
る

と
き
に
は
光
が

消
え
て
し
ま
う
時
も
あ
る
け
ど

キ
ズ
ナ
と
い
う
『
ま
ほ
う
』
が
ま
た

光
を
と
り
も
ど
し
て
く
れ
る

立
っ
て
歩
こ
う
　
前
へ
進
も
う

宝
物
と
一
緒
に
未
来
へ
飛
び
立
と
う

こ
ろ
ん
で
し
ま
っ
て
　
け
が
を
し
て

も
う
「
だ
め
」
だ
と
　
座
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
も

キ
ズ
ナ
と
い
う
『
ま
ほ
う
』
が

け
が
を
な
お
し
て
　
勇
気
を
く
れ
る

希
望
を
く
れ
る

次
は
私
が
　
希
望
を
あ
げ
よ
う

光
に
満
ち
た
　
宝
物

（
阿
波
・
麻
植
中
学
生
文
集
「
さ
わ
ら
び
」
第
５０
号
よ
り
）

「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
に
よ
る
犯

罪
か
ら
あ
な
た
自
身
を
守
る
４
つ

の
チ
ェ
ッ
ク

●
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
１

「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
を
見
な

い
！興

味
が
あ
っ
て
も
、「
出
会
い

系
サ
イ
ト
」
の
勧
誘
メ
ー
ル
を
見

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、

「
危
険
」
に
近
づ
か
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。

●
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
２

「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
に
書
き
込

み
を
し
な
い
！

一
度
書
き
込
み
を
す
る
と
、
相

手
は
巧
み
な
誘
い
文
句
で
勧
誘
し

て
き
ま
す
。「
匿
名
だ
か
ら
」
と

安
心
し
た
り
、
心
の
ス
キ
を
見
せ

た
り
し
た
ら
ダ
メ
！

●
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
３

「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
で
知
り
合

っ
た
人
と
絶
対
に
会
わ
な
い
！

メ
ー
ル
を
通
じ
て
気
安
く
な

り
、「
会
っ
て
み
よ
う
か
な
」と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
た
ら
ご
用
心
！

相
手
は
、
そ
ん
な
あ
な
た
の
心

の
ス
キ
を
狙
っ
て
ま
す
。

◆
保
護
者
の
方
へ

●
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
４

ア
ク
セ
ス
制
限
機
能
で
「
出
会
い

系
サ
イ
ト
」
の
利
用
を
未
然
に
防

ご
う
！

ア
ク
セ
ス
制
限
機
能
と
は
、
携

帯
電
話
の
会
社
へ
申
し
込
め
ば
、

「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
等
へ
の
ア

ク
セ
ス
制
限
が
無
料
で
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
よ
そ
む
く
な
　
ち
ょ
っ
と
の
ゆ
だ
ん
が
　
じ
こ
を
よ
ぶ

迎
　
　
悠
太
（
種
野
小
学
校
四
年
）

平成18年10月１日現在

市民のうごき
住民基本台帳（前月比） 外国人登録（前月比）

計　　46,565人　（－43）

男　　22,147人　（－25）

女　　24,418人　（－18）

世帯数　16,964世帯（＋16）

※65歳以上人口

計12,642人　男5,160人　女7,482人

343人（－８）

60人（＋１）

283人（－９）

327世帯（－７）

〈司法書士会による無料法律相談〉 

〈行 政 相 談〉 

11月９日（木） 
11月21日（火） 
12月７日（木） 
12月７日（木） 

飯尾敷地コミュニティセンター 
美郷庁舎会議室 
飯尾敷地コミュニティセンター 
川島庁舎会議室 

13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00

９：00～12：00 
10：00～12：00 
13：00～16：00 
９：00～12：00

市役所１階相談室 
山川庁舎会議室 
川島公民館 
市役所１階相談室 

市役所１階相談室 
市役所１階相談室 

10：00～12：00 
10：00～12：00

11月９日（木） 
12月４日（月） 
12月５日（火） 
12月14日（木） 

11月17日（金） 
12月15日（金） 

〈人 権 相 談〉 

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災

救急出動

８
月

累
計

８
月

累
計

1件

14件

171件

1085件

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

今
月
の
納
税
・
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税
　
第
５
期

固
定
資
産
税

第
３
期

介
護
保
険
料

第
３
期

納
期
限
　
　
　
　
11
月
30
日
（木）

■
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
規
制
法
」

は
こ
う
い
う
法
律
で
す
。

○
「
児
童
（
18
歳
未
満
の
人
）
の

〈
出
会
い
系
サ
イ
ト
〉
の
利
用
」

を
禁
止
。

○
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
掲
示
板

に
書
き
込
み
を
し
、
性
交
の
相

手
や
お
金
を
目
的
に
交
際
を
求

め
る
こ
と
（
不
正
交
際
誘
引
）」

を
禁
止
。
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休日･夜間在宅当番医表

医　院　名

中西内科クリニック

タ ナ カ 医 院

鴨島耳鼻咽喉科

いぬい産科婦人科クリニック

杉 山 医 院

リバーサイドクリニック岡田

森 住 内 科 医 院

グリーン耳鼻咽喉科

石原内科循環器科

山下耳鼻咽喉科クリニック

麻名内科外科クリニック

谷 医 院

さ く ら 診 療 所

かなめ小児科内科クリニック

三木リハビリテーション病院

電話番号

42－6755

22－1800

24－8070

22－1230

25－2802

24－8884

22－3010

24－2488

24－2536

42－7533

26－0020

42－2353

42－5520

26－0310

42－6616

11月

8

9

10

11

○12
13

14

15

16

17

18

○19
20

21

22

12月

11

12

9

13

16

15

7

18

19

20

21

22

医　院　名

松 永 医 院

鈴木内科（敷地）

阿 部 整 形 外 科

鈴木内科（喜来）

岸 整 形 外 科

工 藤 内 科 医 院

電話番号

42－2110

24－5880

24－4880

24－3413

25－3133

42－3113

11月 12月

8

○10
○17
○23
○24
○31

医　院　名

木村内科胃腸科

岡田医院（川島）

糸田川クリニック

矢 田 医 院

梶本胃腸科内科

和田耳鼻咽喉科

石 原 小 児 科

大 久 保 診 療 所

糸 田 川 眼 科

古 本 胃 腸 科

筒井クリニック

後 藤 田 外 科

美 摩 病 院

渡 辺 医 院

四 宮 医 院

電話番号

24－6413

25－3566

24－7555

25－2006

24－2413

24－2566

24－2388

24－1703

24－2531

24－7377

24－3300

24－2720

24－2957

24－7177

25－2016

11月

○23
24

25

○26
27

28

29

30

12月

25

26

28

27

29

30

1

2

○3
4

5

6

14

●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課℡○25 6615１１ １２・ 月

―
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
!!

飲
酒
運
転
追
放
!!
―

飲
酒
運
転
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
!!

12
月
31
日
ま
で

【小児救急医療体制】
日曜日の９時～18時、

小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院　　　　　 ℡○24 2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ） ℡○36 5151


